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1. 当社事業と連結業績 
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代表取締役社長COOの金子です。 
まずは当社の事業全体像と連結業績からご説明いたします。 
(P1-4:1分30秒) 



当社のビジョンとミッション 

日本を代表する 
インターネット企業になる 

挑戦の連続によりあたらしい価値を 
創り出し、社会に貢献する 

ビジョン 

ミッション 
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はじめに当社のビジョンとミッションについて、当社は「日本を代表するイ
ンターネット企業になる」というビジョンの実現に向かって事業を展開して
おります。 
また、ミッションは「挑戦の連続により新しい価値を創り出し、社会に貢献
する」です。 



注力事業について 

今後市場の成長が見込まれる 
アドテク事業、スマートフォンアプリ事業に注力 
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インベストメント領域 ベンチャーキャピタル事業 

メディア領域 

スマートフォンアプリ事業 

その他メディア事業 

アドテク事業 

広告領域 

広告代理事業 

注力 
事業 

当社の事業領域は、広告、メディア、インベストメントです。 
その中で、インターネット広告の最新の技術を使ったアドテク事業、スマート
フォンアプリの企画開発運営をおこなうスマートフォンアプリ事業を注力事業と
しています。 
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連結/通期業績推移 
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前期比増収増益 
売上高はアドテク事業、営業利益はインベストメント事業が貢献 

改めて通期の連結業績ですが、2016年3月期の売上高はアドテク事業の成長が牽
引して前期比34％増収の111億3千1百万円、営業利益はインベストメント事業が
貢献して前期比307％増益の15億9百万円となりました。 
ユナイテッドとして合併して最初の年度である2014年3月期以降、2期連続で増収
増益を継続しております。 

注力事業売上高 
 

その他事業売上高 
 

営業利益 

2014年3月期  

営業利益 
(百万円) 

0 

売上高 
(百万円) 
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2. アドテク事業 
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続いて注力事業であるアドテク事業についてご説明させていただきま
す。 
(P5-10:2分30秒) 



アドテク事業/通期売上高推移 

1,785  

3,394  

4,942  

2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期 

+46% 
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こちらはアドテク事業の通期売上高推移のグラフです。 
2016年3月期は前期比46％増収の49億4千2百万円とな
り、引き続き大きく成長することができました。 

(百万円) 



プログラマティック取引市場規模 
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(出所：VOYAGE GROUP/シードプランニング共同 2015年8月調べ) 

プログラマティック取引市場規模デバイス別推計・予測 

スマートフォン向け需要 

2015年スマートフォン領域プログラマティック取引市場規模 
前年比：+38％ 
2016年以降も当面成長継続が予測されている 

(億円) 

+38% 

こちらはインターネット広告の中でもプログラマティック取引と呼ばれる広告
手法におけるデバイス別の市場規模予測です。当社のアドテク事業の領域とほ
ぼ近いとお考えください。 
特にグラフの薄い青の部分をご覧ください。当社が展開するスマートフォン領
域は、2015年に前年比38％と、先ほどのインターネット広告全体の伸び
10.5%よりも高い数字が推計されており、また2016年以降も当面成長継続が
予測されております。高い成長が見込まれる市場で当社はアドテク事業を展開
していることがおわかりいただけるかと思います。 

PC向け需要 
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(1) 
スマートフォン 
領域に特化 

(2) 
DSP/SSP 
ともに提供 

(3) 
他社DSP/SSP 
と積極的に接続 

当社アドテク事業の特長 

そのような市場の中で、当社のアドテク事業が高い成長を継続できている背景として、大
きくこの3つの特長が挙げられます。 
まず市場が伸びているスマートフォン領域に特化していること、2つ目は広告主様が使う
DSPとメディア様が使うSSPをともに提供することで機能面中心に改善がスピーディーに
できること、3つ目は他社のDSP,SSPと積極的に接続してきたことで広告流通量が増え、
市場成長を追い風に規模を拡大できたことがあります。 
当社調べですが、この3つの特長に当てはまるアドテク事業を展開しているのは国内では
当社のみです。 



2016年3月期の成長について 
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3Qに先行投資施策を実施したことによって、下半期に成長加速 
2017年3月期以降も利益創出事業として増収増益を計画 

アドテク事業 半期ごと前年同期比売上高比較 

2016年3月期 2016年3月期 2015年3月期 2015年3月期 

+13％ 

+74％ 

(百万円) 

上半期 下半期 

1,569 1,773 

3,168 

1,825 

また、2016年3月期のアドテク事業の売上高を半期ごとに見た場合、
３Qに実施した先行投資施策も功を奏し、下半期は前期比74％増収と成
長が加速しており、2017年3月期もこの勢いに乗って安定的な増収増
益を計画しています。 
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続いてもう1つの注力事業である、スマートフォンアプリ事業についてご
説明いたします。 
(P11-16:2分30秒) 

3. スマートフォンアプリ事業 



スマートフォンアプリ事業/通期売上高推移 

1,352  

1,848  

1,457  

2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期 

事業構造 
転換 
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こちらはスマートフォンアプリ事業の通期売上高
推移のグラフです。 
2016年3月期は、収益の飛躍を目指し、事業構造
の転換に取り組んだことが影響し、売上高は前期
比減収で14億5千7百万円となりました。 

(百万円) 



スマートフォンアプリ事業/2016年3月期四半期売上高推移 

401  
311  

356  387  

1Q 2Q 3Q 4Q
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ただし、2016年3月期を四半期単位で見た場合、
3Q以降増収に転じています。 
これは2016年3月期に積極投資サービスとした中
からネイティブソーシャルゲームのクラッシュ
フィーバーが成長したことによるものです。 

3Q以降 
反転増収 

(百万円) 



クラッシュフィーバーについて 
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クラッシュフィーバーは出資先のワンダープラネット社との共同事業として2015年7月にリリースし
ました。こちらの画面にありますように、同じ色のパネルを消して敵を攻撃していくという簡単な操
作や、音楽をはじめとした凝った演出や、最大4人での協力プレイといったゲーム性もあってか多くの
ユーザーの皆様にご支持をいただいています。 
またご覧いただいた方もいらっしゃるかと思いますが、5月にTVCMを実施いたしました。その結果、
AppStoreのセールスランキングも最高位8位を獲得、ダウンロードも300万を超えて順調に推移して
います。では、ご覧いただけなかった方もいらっしゃるかもしれませんので、実際のCMの映像をご覧
ください。 

2015年7月に出資先のワンダープラネット(株)との共同事業として 
提供開始 

・同じ色のパネルをつなげて消し、 
 敵を倒していくパズルロールプレ 
 イングゲーム 
 
・画面をタップするだけの簡単操作 
 音楽や世界観などの凝った演出 
 最大4人での協力プレイ 
 などのゲーム性が人気 
 
・2016年5月にTVCMを実施 
 直後にAppStoreのセールスラン 
 キングで最高位8位を獲得 
 
・6月に400万ダウンロード突破 



クラッシュフィーバー積極展開 
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人気キャラクターとのコラボ 海外版リリース 

｢初音ミク｣｢デュラララ!!×２｣
｢サンリオキャラクターズ｣ 
に加え、今後もコラボを企画中 

繁体字中国語版を台湾・香港・
マカオ市場向けにリリース済 
今後、英語等多言語展開を予定 

illustration by 村上ゆいち © Crypton Future Media, INC. www.piapro.net 

今ご覧いただいたTVCM以外にも、積極的に各種取組をおこなっています。すでに初音ミクや
サンリオキャラクターズなど人気キャラクターとのコラボイベントを実施しておりまして、今
後も他の人気キャラクターとのコラボを企画検討中です。 
また、5月に初の海外版として繁体字中国語版をリリースしましたが、今後、英語はじめ主要
言語への対応を進めてまいります。 
クラッシュフィーバーを当面のスマートフォンアプリ事業の成長ドライバーとして積極展開を
図ってまいります。 



4. 各事業、今後の方針 
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最後にまとめとして各事業の今後の方針についてご説明します。 
(P17-18:1分00秒) 



各事業、今後の方針 

●アドテク事業 
 利益創出事業として成長を継続 
 

●スマートフォンアプリ事業 
 「クラッシュフィーバー」中心に利益の飛躍 
 を目指す 
 

●インベストメント事業 
 新規投資を継続し、今後も収益貢献を期待 
 

●新たな取組 
 EdTech関連事業のキラメックス(株)の子会社 
 化等、今後も有望な新規領域に進出 
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アドテク事業は利益創出事業として安定的な成長継続を図ります。スマートフォンア
プリ事業は「クラッシュフィーバー」中心に利益の飛躍を目指します。 
また2016年3月期に収益貢献した、インベストメント事業ですが、投資先の上場時期
など当社で読むことはできないですが、今後も新規投資を継続し、収益貢献を期待し
ています。 
なお新たな取組として、EdTech関連事業のキラメックス社とSmarprise社を子会社
化する等、今後も有望な新規領域に進出してまいります。 
以上、私からの事業説明となります。ご清聴ありがとうございました。 


